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2025 年 8 月 22 日 

報道関係各位 

GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

GMO フィナンシャルゲート株式会社 

 

GMO ペイメントゲートウェイ・GMO フィナンシャルゲート、 

2050 年 GHG 削減目標について SBTi より「ネットゼロ認定」を取得 

 

GMO インターネットグループにおいて、総合的な決済関連サービス及び金融関連サービスを展開する GMO

ペイメントゲートウェイ株式会社（東証プライム市場：証券コード 3769、代表取締役社長：相浦 一成 以

下、GMO-PG）と、連結会社で対面キャッシュレス決済プラットフォームを展開する GMO フィナンシャル

ゲート株式会社（東証プライム市場：証券コード 4051、代表取締役社長：杉山 憲太郎 以下、GMO-FG）

は、2050 年に向けた温室効果ガス（以下、GHG）削減の長期目標について、気候変動対策における科学的

目標の設定を推進する国際的団体である SBTi（Science Based Targets initiative）より「ネットゼロ認定」

を取得しました（※1）。取得日は、GMO-PG が 2025 年 7 月 20 日（日）、GMO-FG が同年 7 月 29 日（火）

です。 

あわせて GMO-FG は、2030 年をターゲットとした短期目標についても「1.5℃目標」の認定を取得しまし

た。これにより、2024 年 5 月に GMO-PG が取得した同認定（※2）と共に、両社が連結ベースで掲げる短期

的・長期的な GHG 削減目標が、国際的に認められた科学的基準に整合することが実証されました。 

これらの認定取得により、オンライン決済・対面決済それぞれの領域における GHG 削減の方針が明確にな

り、決済インフラの提供を通じた、お客様ならびに社会の脱炭素化に貢献し得る基盤が一層強化されました。 

なお GMO-FG は、2025 年 6 月に東京証券取引所プライム市場へ市場区分を変更しました。より高度な企業

責任と情報開示が求められる環境下において、持続可能な企業価値の創出に向けた取り組みの一環として、

今回の認定取得に至りました。 

（※1）認定取得の単位は、GMO-PG 連結会社全体および GMO-FG 連結会社全体 

（※2）2024 年 5 月 31 日発表「GMO ペイメントゲートウェイ、温室効果ガス削減目標が SBT イニシアチブによる『1.5℃目標』の認

定を取得」 

URL： https://www.gmo-pg.com/news/press/gmo-paymentgateway/2024/0531.html 

 

https://www.gmo-pg.com/news/press/gmo-paymentgateway/2024/0531.html
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【背景と概要】 

両社は GHG 排出量の削減を重要な経営課題と位置づけています。2023 年 9 月期には Scope1・2 の GHG

排出量を実質ゼロとし（※3）、Scope3 についても、2030 年 9 月期までに決済端末新規稼働 1 台あたりの GHG

排出量を 2021 年 9 月期比で 55％削減する目標を掲げ、取り組みを進めています。 

これらの実績と 2030 年に向けた科学的基準に整合する GHG 削減計画が評価され、GMO-PG（2024 年 5

月）と GMO-FG（2025 年 7 月）の短期目標は、いずれも「1.5℃目標」として認定されました。そして 2050

年に向けた GHG 削減長期目標についても、両社ともに「ネットゼロ認定」を取得しました。「ネットゼロ認

定」は Scope1・2 に加え、Scope3 における GHG 排出量の大半を占める対面決済領域を含むバリューチェ

ーン全体を対象としており、2050 年に向けた両社の具体的な方針が正式に評価された証です。なお現在、日

本国内で「ネットゼロ認定」を受けている企業は 90 社（※4）です。 

今後も両社は、再生可能エネルギーの活用ならびにサプライヤーエンゲージメントの推進により、更なる

GHG 排出量の削減に努めてまいります。また、キャッシュレス決済の普及や請求業務のデジタル化を促進し、

事業活動上の環境負荷低減にも取り組みます。こうした環境に配慮した事業運営を通じて、お客様および社

会の環境負荷低減に努め、決済業界のリーディングカンパニーとして、脱炭素社会への転換と持続可能な社

会の実現を目指してまいります。 
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（※3）2024 年 1 月 30 日発表「Scope1、2 の温室効果ガス排出量実質ゼロを達成し、カーボンニュートラルを実現」 

URL： https://www.gmo-pg.com/news/press/gmo-paymentgateway/2024/0130.html 

（※4）2025 年 8 月 22 日時点。SBTi の Target Dashboard（URL： https://sciencebasedtargets.org/target-dashboard ）掲載

データをもとに、国名「Japan」、目標種別「Net-zero Target Set」で抽出。 

 

【SBTi (Science Based Targets initiative)について】 

（URL： https://sciencebasedtargets.org/ ） 

気候変動対策に関する情報開示を推進する機関投資家の連合体（CDP）、国連グローバル・コンパクト

（UNGC）、世界資源研究所（WRI）、世界自然保護基金（WWF）の 4 団体が共同運営する国際的イニシア

チブです。「世界の平均気温上昇を産業革命前と比較して、2℃より十分に下回る水準に低く抑え、1.5℃に

抑える努力を追求する」と合意されたパリ協定での目標設定を民間企業に求め、審査・認定を行っていま

す。 

 

【GMO ペイメントゲートウェイ株式会社について】 

オンライン化・キャッシュレス化・DX などを支援する決済を起点としたサービスを提供しています。年間決

済処理金額は 21 兆円を超えており、オンライン総合決済サービスは EC 事業者や NHK・国税庁等の公的機

関など 15 万店舗以上の加盟店に導入されています。 

決済業界のリーディングカンパニーとして、オンライン総合決済サービス、対面領域での決済サービス、後

払い・BNPL（Buy Now Pay Later）、金融機関・事業会社への BaaS 支援、海外の先端 FinTech 企業への戦

略的投融資など、決済・金融技術で社会イノベーションを牽引し、持続可能な社会の実現と社会の進歩発展

に貢献してまいります。（2025 年 6 月末時点、連結数値） 

 

【GMO フィナンシャルゲート株式会社について】 

GMO-FG は、対面店舗でのクレジット・デビット決済を軸とした決済代行事業者として、1999 年 9 月の創

業以来 25 年の実績と信頼を築いてまいりました。IC カード対応の共同利用センターとして、経済合理性と

テクノロジーの先進性で業界の革新に取り組んでいます。据置・モバイルなどの CCT 端末（共同利用端末）

に加え、病院・ゴルフ場向けの自動精算機等での組込型決済サービスも行っており、キャッシュレス化のチ

ェンジリーダーとして社会に貢献してまいります。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●GMO フィナンシャルゲート株式会社 

 経営企画部 

 TEL：03-6416-3881 

E-mail：irpr@gmo-fg.com 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

 企業価値創造戦略統括本部 広報部 

TEL：03-3464-0182 

 お問い合わせ： 

https://contact.gmo-pg.com/m?f=767  

 

●GMO インターネットグループ株式会社 

グループ広報部 PR チーム 新野 

TEL：03-5456-2695 

お問い合わせ：https://www.group.gmo/contact/press-inquiries/  

https://www.gmo-pg.com/news/press/gmo-paymentgateway/2024/0130.html
https://sciencebasedtargets.org/target-dashboard
https://sciencebasedtargets.org/
mailto:irpr@gmo-fg.com
https://contact.gmo-pg.com/m?f=767
https://www.group.gmo/contact/press-inquiries/
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【GMO ペイメントゲートウェイ株式会社】（URL： https://www.gmo-pg.com/ ） 

会 社 名 GMO ペイメントゲートウェイ株式会社（東証プライム市場 証券コード：3769） 

所 在 地 東京都渋谷区道玄坂１丁目 2 番 3 号 渋谷フクラス 

代 表 者 代表取締役社長 相浦 一成 

事 業 内 容 ■総合的な決済関連サービス及び金融関連サービス 

資 本 金 133 億 23 百万円 

【GMO フィナンシャルゲート株式会社】（URL： https://gmo-fg.com/ ） 

会 社 名 GMO フィナンシャルゲート株式会社 （東証プライム市場 証券コード：4051） 

所 在 地 東京都渋谷区道玄坂１丁目 1４番６号 ヒューマックス渋谷ビル 6F 

代 表 者 代表取締役社長 杉山 憲太郎 

事 業 内 容 ■クレジット、デビット、銀聯カード等の決済処理サービス事業 

資 本 金 16 億 38 百万円 

【GMO インターネットグループ株式会社】（URL： https://www.group.gmo/ ） 

会 社 名 GMO インターネットグループ株式会社（東証プライム市場 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 持株会社（グループ経営機能） 

 

■グループの事業内容 

インターネットインフラ事業 

インターネットセキュリティ事業 

インターネット広告・メディア事業 

インターネット金融事業 

暗号資産事業 

資 本 金 50 億円 
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